
 第 2 号 
発行責任者 北朝鮮に拉致された日本人を救出する埼玉の会 

HP: http://sukuukai.gozaru.jp/ 
代表 竹本博光 Tel:090-8815-4986 

〒330-0055 さいたま市浦和区東高砂町 11-1 コムナーレ 9階  

サポートセンター内 D-51 

毎月第二日曜日 14 時～16 時まで 浦和駅西口伊勢丹前・東口で署名活動を行っています 

ご参加おまちしております 

 

アニメめぐみ 

     

                    (声優さんはボランティア出演してくださいました ) 

このアニメ「めぐみ」は、昭和 52 年(1977)、当時中学 1 年生だった横田めぐみさんが、 

学校からの帰宅途中に北朝鮮当局により拉致された事件を題材に、残された家族の苦悩や、

懸命な救出活動の模様を描いたドキュメンタリー・アニメです。（25 分） 

＊めぐみさんは拉致される約 1 カ月前に 13 歳のお誕生日を迎えたばかりでした 

政府拉致問題対策本部 http://www.rachi.go.jp/jp/megumi/gaiyou.html 作成 

上記ホームページからダウンロードをしてご自宅のパソコン、iPod などでご覧になれます。

レンタルショップでも借りることができます。 

埼玉県内の小中高等学校の人権問題教材としても使用されています。 

お子様と拉致問題について話し合ってみてはいかがでしょう。 



特定失踪者は 

何故 拉致被害者 として認定されないのか？？ 

 

特定失踪者 藤田 進さんの場合 1   

Ｓ31(1956).6.16 生  Ｓ51(1976).2.7 失踪 

県立浦和高校卒 東京学芸大 1 年(19 歳)のときアルバイトに行く為、 

川口市内の自宅を普段と変わりなく出かけたまま行方不明になる 

 

 家族・警察の捜索にも関わらず情報は何も入手できなかった。家族には拉

致等という考えは思いもよらなかったが、2002 年、5 人の拉致被害者帰国の頃もしやと思

った弟の隆司さんが『特定失踪者問題調査会』に届け出ることにした。その 1 年後の平成

16 年(2004)夏、脱北者が持ち出した 1 枚の写真が状況を変える。東京歯科大学での鑑定の

結果、持ち出された写真と藤田進さんは「法人類学的に見て同一人の可能性が極めて高い」

と判断されたのだ。更にその後北朝鮮国内で「藤田進さんを見た」という目撃情報の証言

も・・・ 

 次回へ  つづく 

 

 

Ｑ：特定失踪者とはどのような人達なのですか？ 

普通の行方不明者とは何が違うの？   

Ａ：民間団体『特定失踪者問題調査会』に寄せられた行方不明者の中で、様々な調査・  

情報収集の結果、北朝鮮による拉致の疑いが非常に濃厚な人達のことを言います。  

1.北朝鮮での目撃情報がある 

2.本人も気づかぬままに、在日朝鮮人組織等と何らかの接点があった 

3.北朝鮮から脱北者が持出した写真により失踪者本人とほぼ確認された 

 4.失踪・自殺をする理由もなく、本人が一度も行ったことのない日本海側の 

海岸で遺留品が見つかった  等、いくつかの共通する特徴があります。                                       

                                

Ｑ：政府が把握していないのに拉致の疑いが濃厚ということなど  

  あるのでしょうか？ 

 

Ａ：2002 年に小泉首相訪朝後、帰国をした被害者の 1 人、曽我ひとみさんは 

  政府が拉致認定をしていた拉致被害者ではなく、 

  北朝鮮から名前が出るまで普通の行方不明者とされていました。 

  又、脱北者・亡命者は、17 名の認定被害者以外の日本人を北朝鮮国内で見た 

という情報を多く語っています。 

 


